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1．はじめに

2006 年 4 月 か ら ス タ ー ト し た 薬 学 教 育
（pharmaceutical education）の 6年制は，医療
の担い手となる薬剤師養成を第一の目的として設置
され，より優れた質の高い薬剤師には，高度の専門
知識，技能は勿論のこと，高い倫理性，豊かな人間
性が要求されている（川原ら　2007）。最先端の高

度の専門知識を身に付けるにはしっかりした基礎・
生命科学の基盤が必須であることはいうまでもない
が，医療人としてのヒューマニズム教育（humanism 
education），倫理教育（ethic education）（日本薬
学会編　2005）が 6年制教育において重要な課題
になっている。
多くの医学部，歯学部，薬学部，看護学部におい

て，導入教育として医療や福祉の現場を体験する早
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期体験学習（early exposure) が実施されている（村
田ら 2006）。ここでは，新たな薬学教育の一面を
考察し，医療大学の例を挙げ，とくに社会的弱者（患
者，高齢者，入所者，障害児・者）の施設を体験す
ることの意義（教育的効果）について，ヒューマニ
ズム教育や倫理教育（日本薬学会編　2005）の観
点から概説したい。高齢者や障害児（者）と触れ合
い体験することが，いかに患者を理解するのに役立
つのか，人間の命の尊さを感じ，思いやりのこころ
を育む教育について効果的な薬学教育を考えてみた
い。

２．薬学教育（6年制）第三者評価の評価
基準

薬学部で薬学教育の充実を図っていくためには，
第三者評価の導入により常に教育の質を維持向上す
る体制作りが重要であるといわれる。いわゆる薬学
教育（6年制）第三者評価の評価基準（平成 19 年
度版）によると，その「理念と目標」は，「各大学
独自の工夫により，医療人として薬剤師に必要な学
識及びその応用能力並びに薬剤師として倫理観と使
命感を身につけるための教育・研究の理念と目標が
設定され公表されていること」としている。その教
育プログラムにおいて，医療人教育の基本的内容の
ひとつとして，ヒューマニズム教育・医療倫理教育
が取り上げられ，「医療人としての薬剤師となるこ
とを自覚させ，共感的態度及び人との信頼関係を醸
成する態度を身につけさせ，さらにそれを生涯にわ
たって向上させるための教育が体系的かつ効果的に
行われていること」を謳っている。その具体的な内
容としては，1）全学年を通して，医療人として生
命に関わる薬学専門家に相応しい行動をとるために
必要な知識，技能，及び態度を身につける，2）医
療全般を概観し，薬剤師の倫理観，使命感，職業感
を醸成する，3）医療人として，医療を受ける者，
他の医療提供者の心理，立場，環境を理解し，相互
の信頼関係を構築するために必要な知識，技能，及
び態度を身につけるなど，基準が策定されている。
また，薬学教育カリキュラムに関しては，教育課程
の構成と教育目標が，薬学モデル・カリキュラムに

適合していることを掲げている。その中のひとつと
して，学生の学習意欲が高まるような「早期体験学
習」が行われていることが挙げられている。その早
期体験学習の観点としては，1）薬剤師が活躍する
現場などを広く見学させていること，2）学生によ
る発表会，総合討論など，学習効果を高める工夫が
なされていることなどが盛り込まれている。
とくに豊かな人間性や高い倫理観，医療人として

の教養を育成し，加えて現場で通用する実践力，課
題発見能力・問題解決能力などを備えた薬剤師を養
成することを目的としている。このように質の高い
教育を目指して，様々な観点から教育体制を評価す
ることに重点が置かれている。

３．生命の尊さと医療倫理

患者の「生と死」を考え，「いのちとどう向き合
うか」など，医療人としての姿勢が問われ，生命の
尊厳にかかわる問題も議論されている。薬剤師倫理
規定の前文で，薬剤師は，医療の担い手の一員とし
て生命・健康の保持増進に寄与する責務を担ってお
り，この責務の根底には生命の畏敬に発する倫理が
存在する，と明記されている。薬剤師には，病気や
薬物治療に関する知識や技能だけでなく，生命の尊
さを認識した，適切な倫理性を有することが求めら
れている。なお，薬剤師の役割（任務）は，「調剤，
医薬品の供給その他薬事衛生をつかさどることによ
つて，公衆衛生の向上及び増進に寄与し，もつて国
民の健康な生活を確保するものとする」と規定され
ている（薬剤師法第 1条）。
「医療倫理」（medical ethics）には，1）患者の
権利，2）がんの告知やインフォームド・コンセン
ト，3）終末期医療，安楽死，尊厳死，脳死，4）
臓器移植や遺伝子医療などの先端医療など，広範な
内容の問題が含まれる。新しくスタートした薬学教
育 6年制では，薬剤師の養成にあたって医療倫理
の教育が重視されている。越前（2008）は，問題
指向型演題形式（problem-based learning, PBL）
に際しては，教員の倫理観，人生観，死生観を提示
することが求められることがあることを指摘し，薬
学部の教員に対し医療倫理を積極的に学ぶ必要性を
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勧めている。

４．老人福祉・障害児施設の体験学習で
期待される教育効果

介護・福祉を取り巻く社会情勢が変化して行くな
か，生命の尊厳死や死に関する教育の充実が求めら
れている。介護・福祉が，どのような職能で，いか
なるシステムの下で実施されているのかを理解する
ことは，医療人を目指す者にとって大きな意味があ
る。
老人福祉・医療の現場での体験学習の必要性が叫
ばれ，医科大学では，医学部 1年生を対象として
老人福祉・医療施設で早期体験学習（実習）を実
施している。この実習では，2～ 5日間，生活を共
にすることから，どれだけ他者と受容的に接し意思
を伝達しあうことができるか，技能の実践の場での
自己確認的な意味など，到達目標が設定されてい
る。順天堂大学医学部・医学生からの実習後のアン
ケートによると，到達目標である「他者のために働
く」，「老人介護の実際を知る」，「老人関連施設で働
く人々を知り医師の役割を知る」，「人間存在に触れ
る」に関しては，ほとんどの学生が目標を達成して
いたことが明らかになっている（月澤ら 2004）。
この早期体験実習を通じて高齢者に対する認識が変
わり，人を大切に想うことを知り，そして他者のた
めに働き，感謝される喜びを感じ，医師を志す彼ら
にとって貴重な体験になっていることが示唆されて
いる。
看護学部でも，特別養護老人ホーム，老人病院，
老人保健施設を中心とする老人関連施設といった多
様な施設で早期体験実習が行われている（塚田ら
1998，柳ら 2002）。この実習は，専門教育が開始
される前に，心身障害者や高齢者に接し，介護等の
体験を通じて入学動機を再確認し，これから 4年
間にわたる看護専門教育を受けるにあたり学習意欲
の維持・向上および将来の医療人にふさわしい人格
の養成と意識の確立に役立てることを目的としてい
る。
北海道薬科大学でも 2年次を対象に，介護・養
護施設等で早期体験学習（5日間）が行われ，入所

者の方々とのコミュニケーション，車椅子介助，食
事介助など施設に応じた様々な学習を北海道全域で
実施している。この体験を通して，医療従事者とし
て一番大切なものを気付かせてくれたこと，介護の
大変さやチームケアの重要性を知ることができたこ
となど，医療人としての倫理観を養う上で非常に教
育効果があることが示唆されている。このように，
高齢者社会を迎えた今，医療を目指す学生が老人福
祉・医療の現場で介護の実際を体験することの意義
は大きい。
本学でも，介護・医療施設のほか，養護学校・盲・

ろう学校を，早期体験学習として見学体験を実施し
ている。その目的は，最も大切な命にかかわること
を認識させ，生と死の意味を理解しそれに派生する
倫理的な問題を学び，医療に携わる人間として身に
付けなければならない生命観，倫理観，使命感を養
うほか，人間性を育成することにある。いわば介護，
福祉の体験学習の目指すところは，学生が社会的弱
者の気持ちや不自由さを共有，共感し，それを少し
でも和らげ，これらの人々を暖かい目で見守り，い
たわり，少しでも心を通わせることにある。
ある養護学校関係の本の中に，「私たちの命は，

心と体がひとつになってできている。心に太陽を抱
き，明るく生きていくならば，たとえ手がなくとも，
足はなくとも，目は見えなくとも，耳は聞こえなく
ても，今ある機能を生かして音楽，運動，絵画，ダ
ンス，書，囲碁，将棋等の趣味を楽しみながら，自
分の人生をしっかり歩いていくことができる」との
障害児の記述（現代教師養成研究会編　2006）が
あり，そこにはまさに人間としての尊厳が描かれて
いる。このことからも，養護学校の生徒がハンディ
キャップを背負いながらも，一人ひとりが可能性を
信じて明るく生きている様子がうかがい知ることが
でき，その生き方に深い感銘を受ける。
人は，誰もがいずれ死を迎え，最終的には皆，同

じ道を歩むことは避けて通れない運命にある。しか
し，高齢者の方は，人間としての尊厳を持ちながら，
与えられた命を懸命になって生きている。障害者や
高齢者の問題は，人間としての問題であり，健常者
の問題でもある。本学の学生の感想文からみて，施
設の見学体験を通し自分も相手も同じ人間であると
いうことを認識し，人間としての存在の重さを感じ
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ながら社会的弱者（患者，障害者，高齢者）に対し
て「心の痛みがわかる」人間的な共感やいたわりの
心が芽生えたように思われる。

５．おわりに

医療における教育の目標のひとつは，多角的な視
点，広い視野を持って他者を理解し，他者と向き合
える人間を育成することにある。患者の立場になっ
て考え，それぞれの患者を理解する上でも，様々な
老人福祉・医療関係施設などでの体験は，これから
の勉学への大きな動議付けとなっていくものと期待
される。入学後の早い時期に，医療に貢献する社会
的使命・倫理を理解し，医療を志す者の心構えやチー
ム医療を学び，そして将来の進路を考える意味で，
早期体験学習は導入教育として非常に重要な役割を
担っている。「いのちを考える」，「患者のこころを
読む」ことが，薬学部においても，大切な課題となっ
ており，この醸成が「人の痛みがわかる」，「思いや
りのある」薬剤師の誕生につながっていくと考える。
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